







その他のタイトル The Symbolism of Hand in the Wordings of





























































よ~ 延べ 異なり 「手jの 「手jの歌数 歌数 入った 入った歌の数 歌の比率
『近代短歌の鑑糞と批評~(2309首)
『現代短歌~ 070首)




























































































































ぷ 1ヨ訳歌数 労働 接触 存在
落合直文 2 1 
与謝野鉄幹 2 I 
与謝野晶子 5 4 
窪田 空穂 7 5 1 1 
長塚 部1 2 
若[lJ 牧水 4 3 
土岐善!蛮 2 1 
伊藤左千夫 3 3 
斉藤茂吉 フ
北原 白秋 3 3 
島木赤彦 5 l 3 
前田 夕暮 1 


















































(4) 泣くがごと首ふるはせて/手の相を見せよといひし/易者ーもありき " 













ふ寸 総歌数 手の入った 手の入った 手の入った歌の内訳歌の数 歌の比率 労働 接触 存在
一握の砂 551 21 3.81% 5 9 7 
悲しき玩具 194 16 8.24% 7 3 6 























































































































































興来れば/友なみだ垂れ手を揮りて/酔漢のごとくなりて語りき ( " 
ゆきて手をとれば/泣きてしづまりき/酔ひて荒れしそのかみの友
風流男は今も昔も/泡雪の/玉手さし捲く夜にし老ゆらし
敵として櫓みし友と/やや長く手をば握りき/わかれといふに ( " 
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